On the Tehon in Matsumushi suzumushi santan bun by 大久保, 慶子
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
「
手
本
」
に
つ
い
て
大
久
保　
慶　
子
一　
は
じ
め
に
　
浄
土
宗
の
宗
祖
で
あ
る
法
然
上
人
（
以
下
、
す
べ
て
の
尊
称
を
省
略
す
る
）
が
、
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
に
土
佐
国
（
実
際
は
讃
岐
国
）
に
配
流
さ
れ
た
「
建
永
の
法
難
」
と
い
う
専
修
念
仏
の
弾
圧
事
件
に
つ
い
て
は
、
史
料
や
法
然
の
伝
記
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
こ
の
事
件
を
題
材
に
し
た
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
と
い
う
物
語
が
あ
る
。
こ
の
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
と
は
、「
お
伽
草
子
」
の
一
種
で
あ
り
、
成
立
年
代
や
作
者
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
、
室
町
時
代
末
期
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
赤
木
文
庫
旧
蔵
の
写
本
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
と
同
年
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
専
想
寺
所
蔵
の
写
本
『
松
虫
鈴
虫
物
語
』
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
し
て
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
こ
の
物
語
が
浄
土
教
系
の
談
義
の
場
で
用
い
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
「
談
義
本
」
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
他
の
類
似
し
た
書
と
の
関
連
性
や
、
松
虫
・
鈴
虫
や
住
蓮
（
本
文
で
は
「
住
連
」）
な
ど
の
登
場
人
物
に
関
す
る
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
物
語
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
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『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
「
手
本
」
に
つ
い
て
　
そ
こ
で
本
論
で
は
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
手
本
」
と
い
う
言
葉
に
着
目
し
、
こ
の
言
葉
が
表
し
て
い
る
思
想
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
の
中
で
ど
の
よ
う
な
思
想
が
形
成
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
二　
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
住
蓮
と
法
然
の
「
手
本
」
　
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
七
月
十
五
日
、
法
然
は
清
水
寺
で
「
往
生
ノ
執
因
」
を
談
ず
る
つ
い
で
に
「
出
家
ノ
功
徳
」
を
讃
嘆
し
た
。
こ
の
説
法
を
聴
聞
し
て
い
た
一
条
今
出
河
の
左
大
臣
の
御
内
で
あ
る
松
虫
・
鈴
虫
と
い
う
二
人
の
女
性
は
、
こ
れ
ま
で
の
栄
華
の
日
々
か
ら
地
獄
を
厭
い
て
出
家
を
決
意
し
、
法
然
か
ら
戒
を
授
か
り
出
家
す
る
。
そ
の
後
、
二
人
の
出
家
を
知
っ
た
帝
に
よ
っ
て
、
法
然
が
流
罪
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
定
ま
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
連
の
出
来
事
を
知
っ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
住
蓮
は
、「
昔
ノ
証
空
阿
闍
梨
ハ
、
師
法
ノ
師
ノ
命
ニ
、
カ
ハ
リ
タ
マ
ヘ
ハ
、
絵
像
ノ
不
動
明
王
ハ
、
行
者
ノ
イ
ノ
チ
ニ
カ
ハ
リ
、
ソ
レ
ハ
、
師
法
ノ
師
匠
、
コ
レ
ハ
、
浄
土
ノ
知
識
ニ
テ
、
マ
シ
マ
ス
。
ナ
ラ
フ
ル
ニ
、
知
識
ノ
恩
徳
、
ス
ク
レ
タ
リ
。
然
ハ
、
御
命
ニ
、
カ
ハ
リ
奉
ラ
ン
ト
思
テ
、
御
前
ヲ
、
タ
チ
ニ
ケ
リ
。」
と
し
て
、
証
空
阿
闍
梨
が
師
の
命
に
代
わ
っ
た
こ
と
を
例
に
挙
げ
、
住
蓮
も
法
然
の
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
こ
こ
で
は
、
三
井
寺
の
智
興
内
供
が
重
病
で
倒
れ
た
際
に
、
弟
子
の
証
空
が
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
申
し
出
て
、
安
倍
晴
明
の
祈
祷
に
よ
っ
て
師
の
病
を
受
け
る
が
、
証
空
が
日
ご
ろ
信
仰
し
て
い
た
絵
像
の
不
動
明
王
が
そ
の
志
に
涙
を
流
し
、
証
空
の
身
代
わ
り
に
な
っ
た
と
い
う
『
不
動
利
益
縁
起
』
を
念
頭
に
物
語
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
し
て
、
住
蓮
は
院
の
御
所
に
参
り
、
松
虫
・
鈴
虫
を
出
家
さ
せ
た
者
で
あ
る
と
名
乗
り
出
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
然
の
流
罪
は
撤
回
さ
れ
る
が
、
住
蓮
は
捕
縛
さ
れ
た
後
、
近
江
国
の
馬
渕
で
処
刑
さ
れ
る
場
面
の
中
に
「
手
本
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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仏
教
学
会
紀
要　
二
五
号
住
連
、
申
ケ
ル
ハ
、
シ
ハ
ラ
ク
御
イ
ト
マ
ヲ
、
給
リ
候
ヘ
、
聖
人
ノ
御
方
ヘ
、
最
後
ノ
御
文
ヲ
、
マ
ヒ
ラ
セ
ン
ト
テ
、
紙
ト
硯
ヲ
、
コ
ヒ
ヨ
セ
テ
、
最
後
ノ
状
ヲ
、
聖
人
ヘ
奉
ル
。
ソ
ノ
言
ニ
云
、
極
悪
深
重
ノ
衆
生
、
他
力
往
生
ヲ
ト
ケ
ン
ト
、
オ
モ
ハ
ン
人
、
住
連
ヲ
手
本
ト
、
ス
ヘ
キ
ト
テ
、
一
首
ノ
歌
ヲ
、
ヨ
ミ
ニ
ケ
リ
。
　
極
楽
ニ
、
ム
マ
レ
ン
コ
ト
ノ
、
ウ
レ
シ
サ
ニ
、
身
ヲ
ハ
仏
ニ
、
マ
カ
セ
ケ
ル
カ
ナ
ト
、
カ
キ
ツ
ケ
テ
、
三
十
九
歳
ニ
テ
、
キ
ラ
レ
玉
ヒ
ヌ
。
　
住
蓮
は
、
処
刑
前
に
法
然
に
宛
て
て
「
最
後
ノ
御
文
」
を
書
い
て
お
り
、
こ
の
文
に
は
、「
他
力
往
生
」
を
遂
げ
よ
う
と
思
う
者
に
対
し
て
、
住
蓮
の
行
い
を
「
手
本
」
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
言
葉
と
共
に
一
首
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
住
蓮
の
処
刑
後
に
文
を
受
け
取
っ
た
法
然
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
サ
テ
、
吉
真
、
コ
ノ
文
ヲ
聖
人
ニ
、
マ
ヒ
ラ
セ
ケ
リ
。
聖
人
、
是
ヲ
御
ラ
ン
シ
テ
、
ア
ラ
ア
サ
マ
シ
ノ
、
事
ト
モ
ヤ
、
ケ
ニ
、
コ
レ
コ
ソ
手
本
ナ
レ
、
サ
ル
ホ
ト
ニ
、
母
歎
モ
、
サ
コ
ソ
ア
ラ
ン
ト
テ
、
此
文
ヲ
、
七
条
ノ
母
ノ
モ
ト
ヘ
ソ
、
ヲ
ク
ラ
レ
ケ
ル
。
　
こ
こ
で
は
、
住
蓮
の
文
を
読
ん
だ
法
然
の
言
葉
と
し
て
、
住
蓮
の
行
い
こ
そ
が
「
手
本
」
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
語
で
は
、
法
然
の
身
代
わ
り
に
な
っ
た
住
蓮
の
行
い
が
「
他
力
往
生
」
を
遂
げ
る
た
め
の
「
手
本
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
　
な
お
、
法
然
は
「
他
力
」
に
つ
い
て
、『
要
義
問
答
』
で
「
ワ
カ
チ
カ
ラ
ニ
テ
生
死
ヲ
ハ
ナ
レ
ム
事
、
ハ
ケ
ミ
カ
タ
ク
シ
テ
、
ヒ
ト
ヘ
ニ
他
力
ノ
弥
陀
ノ
本
願
ヲ
タ
ノ
ム
也
。」
と
答
え
て
お
り
、
ま
た
、『
浄
土
宗
略
抄
』
で
は
、「
た
ゝ
極
楽
に
往
生
せ
ん
と
お
も
は
ゝ
、
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『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
「
手
本
」
に
つ
い
て
一
向
に
称
名
の
正
定
業
を
修
す
へ
き
也
。
こ
れ
す
な
は
ち
弥
陀
の
本
願
の
行
な
る
か
ゆ
へ
に
、
わ
れ
ら
か
自
力
に
て
は
な
れ
ぬ
へ
く
は
、
か
な
ら
す
し
も
本
願
の
行
に
か
き
る
へ
か
ら
す
と
い
へ
と
も
、
他
力
に
よ
ら
す
は
往
生
を
と
け
か
た
き
か
ゆ
へ
に
、
弥
陀
の
本
願
の
ち
か
ら
を
か
り
て
、
一
向
に
名
号
を
と
な
へ
よ
と
、
善
導
は
す
ゝ
め
給
へ
る
也
。
自
力
と
い
は
、
わ
か
ち
か
ら
を
は
け
み
て
往
生
□（を）も
と
む
□
（
る
也
。他
）力
と
い
は
、
仏
の
ち
か
ら
を
た
の
み
た
て
ま
つ
る
也
。」
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
を
「
他
力
」
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、「
他
力
往
生
」
に
つ
い
て
は
、『
十
二
箇
条
の
問
答
』
に
「
罪
業
の
お
も
き
事
は
石
の
こ
と
く
な
れ
と
も
、
本
願
の
ふ
ね
に
の
り
ぬ
れ
は
生
死
の
う
み
に
し
つ
む
事
な
く
、
か
な
ら
す
往
生
す
る
也
。
ゆ
め
〳
〵
わ
か
身
の
罪
業
に
よ
り
て
、
本
願
の
不
思
議
を
う
た
か
は
せ
給
ふ
へ
か
ら
す
。
こ
れ
を
他
力
の
往
生
と
は
申
す
也
。」
と
答
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
よ
っ
て
、
必
ず
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
「
他
力
の
往
生
」
で
あ
り
、
法
然
は
往
生
行
と
し
て
「
称
名
念
仏
」
を
説
い
て
い
た
。
　
以
上
か
ら
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
住
蓮
の
「
手
本
」
に
つ
い
て
は
、
法
然
が
説
い
て
い
た
称
名
念
仏
の
教
え
で
は
な
く
、
『
不
動
利
益
縁
起
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
身
代
わ
り
」
の
思
想
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
師
の
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
が
「
他
力
往
生
」
を
遂
げ
る
た
め
の
「
手
本
」
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
法
然
も
こ
の
よ
う
な
住
蓮
の
「
手
本
」
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
師
へ
の
報
恩
が
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
物
語
の
中
に
は
、
母
へ
の
孝
養
に
関
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
節
で
は
、
物
語
に
お
け
る
師
恩
と
孝
養
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三　
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
師
恩
と
孝
養
　
住
蓮
は
、
法
然
の
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
た
後
、
老
齢
の
母
に
別
れ
を
告
げ
る
た
め
に
家
を
訪
れ
る
が
、
母
は
住
蓮
を
養
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教
学
会
紀
要　
二
五
号
育
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
是
皆
、
二
世
ノ
孝
養
ヲ
、
エ
ン
カ
タ
メ
ナ
リ
。
シ
カ
ル
ニ
汝
、
老
〻
ト
シ
タ
ル
、
我
ヲ
ス
テ
ヽ
、
師
ノ
命
ニ
カ
ハ
リ
ナ
ハ
、
我
、
ウ
ラ
ミ
死
ニ
、
死
ス
ヘ
シ
。
死
ス
ル
ナ
ラ
ハ
、
五
逆
罪
ノ
、
ソ
ノ
一
ヲ
、
ツ
ク
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
イ
ニ
シ
ヘ
ヲ
思
ニ
、
孝
養
ヲ
、
イ
タ
セ
シ
人
ハ
、
現
当
ニ
、
得
益
ヲ
カ
ウ
ム
ル
ナ
リ
。」
と
述
べ
て
お
り
、
住
蓮
が
現
世
・
来
世
と
も
に
孝
養
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
母
を
見
捨
て
て
、
法
然
の
身
代
わ
り
に
な
っ
て
先
立
つ
な
ら
ば
、
母
は
恨
み
な
が
ら
死
ぬ
こ
と
に
な
り
、
住
蓮
は
五
逆
罪
の
一
つ
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
法
然
の
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
諦
め
る
よ
う
に
強
く
説
得
し
て
い
る
。
住
蓮
も
一
旦
は
こ
の
説
得
に
応
じ
る
が
、
帰
路
に
つ
く
際
に
思
い
直
し
た
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
住
連
、
ナ
ク
〳
〵
思
ケ
ル
ハ
、
母
ノ
命
ヲ
ソ
ム
カ
ハ
、
不
孝
ノ
ト
カ
ワ
カ
身
ニ
ア
リ
。
聖
人
ノ
御
命
ニ
、
カ
ハ
ラ
ス
ハ
、
諸
願
成
就
セ
ス
シ
テ
、
徒
ニ
、
地
獄
ニ
落
ヘ
シ
。
我
身
、
ナ
ラ
ク
ニ
シ
ツ
ミ
ナ
ハ
、
父
母
兄
弟
ヲ
ハ
、
イ
カ
テ
カ
、
タ
ス
ク
ヘ
キ
。
恩
ヲ
ス
テ
ヽ
、
無
為
ニ
入
。
コ
レ
真
実
ノ
報
恩
ナ
リ
ト
イ
ヘ
リ
。
後
生
ヲ
コ
ソ
、
タ
ス
ケ
奉
ラ
ン
ト
思
テ
、
コ
ヽ
ロ
ホ
ソ
ク
モ
、
タ
ヽ
ヒ
ト
リ
、
院
ノ
御
所
ヘ
ソ
、
マ
ヒ
ラ
レ
ケ
リ
。
　
こ
こ
で
は
、
住
蓮
の
思
い
と
し
て
、
母
の
命
に
従
わ
な
い
こ
と
は
不
孝
で
あ
る
が
、
法
然
の
身
代
わ
り
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
諸
願
成
就
す
る
こ
と
な
く
堕
獄
し
て
、
父
母
兄
弟
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、「
恩
ヲ
ス
テ
ヽ
、
無
為
ニ
入
。
コ
レ
真
実
ノ
報
恩
ナ
リ
ト
イ
ヘ
リ
。」
と
し
て
、
母
の
来
世
こ
そ
は
助
け
よ
う
と
い
う
思
い
か
ら
、
再
び
法
然
の
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
住
蓮
の
思
い
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
母
の
家
を
訪
れ
た
際
に
「
タ
ト
ヒ
、
今
生
ニ
テ
コ
ソ
、
別
奉
候
ト
モ
、
来
世
ニ
テ
ハ
、
必
一
蓮
ノ
ウ
ヘ
ニ
候
ヘ
シ
。
又
御
臨
終
ノ
ト
キ
、
御
迎
ニ
参
候
ヘ
シ
。
ソ
ノ
期
ヲ
、
マ
タ
セ
玉
フ
ヘ
シ
ト
、
云
ヘ
ハ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
蓮
は
法
然
だ
け
を
救
う
の
で
は
な
く
、
母
も
救
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
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『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
「
手
本
」
に
つ
い
て
　
な
お
、『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』（
以
下
、『
四
十
八
巻
伝
』
と
略
称
す
る
）
の
第
二
巻
に
は
、
勢
至
丸
が
母
に
「
但
母
よ
に
い
ま
さ
ん
程
は
、
晨
昏
の
礼
を
い
た
し
、
水
菽
の
孝
を
つ
と
む
べ
し
と
い
へ
ど
も
、
有
為
を
い
と
ひ
無
為
に
い
る
は
、
真
実
の
報
恩
な
り
と
い
へ
り
、
一
旦
の
離
別
を
か
な
し
み
、
永
日
の
悲
歎
を
の
こ
し
給
事
な
か
れ
と
再
三
な
ぐ
さ
め
申
。」
と
し
て
、
母
を
残
し
て
比
叡
山
に
登
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
然
は
無
為
に
入
る
こ
と
が
「
真
実
の
報
恩
」
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、『
逆
修
説
法
』
の
第
四
七
日
に
お
い
て
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
「
三
福
」
を
「
一
者
孝
養
父
母
、
二
者
受
持
三
帰
。
三
者
発
菩
提
心
。
孝
養
父
母ト
者
、
可シ
有ル
世
間
出
世
二ノ
孝
養
。
世
間ノ
孝
養ト
者
、
俗
家
所ノ
言
孝
経
等ニ
説ル
是
也
。
身
体
髪
膚ハ
受タ
リ
于
父
母ニ
、
不ル
ヲ
敢テ
毀
傷
孝ノ
始
也
。
…
（
中
略
）
…
次ニ
出
世ノ
孝
養ト
者
、
流
転
三
界
中
、
恩
愛
不
能
断
、
棄
恩
入
無
為
、
真
実
報
恩
者
申
、
不
継ツ
カ
父ノ
道ヲ
モ、
不
随
母ノ
心ニ
モ、
…
（
中
略
）
…
修
行ス
ル 
仏
道ヲ
者
、
当
時ノ
思
者
似レ
ト
モ 
不
知
恩ヲ
忘タ
ル
ニ
 
淫徳ヲ
、
暫ク
棄
有
漏ノ
恩
徳ヲ
、
終ニ
求ル
無
為ノ
報
謝ヲ
也
。
是ヲ
申ス
真
実ノ
孝
養ト
ハ
也
。」
と
説
示
し
て
お
り
、
孝
養
を
「
世
間
の
孝
養
」
と
「
出
世
の
孝
養
」
に
分
け
た
上
で
、「
出
世
の
孝
養
」
に
つ
い
て
は
、
恩
愛
を
捨
て
て
悟
り
の
境
地
に
入
る
こ
と
が
「
真
実
の
報
恩
」
で
あ
る
と
説
き
、
父
の
跡
も
継
が
ず
、
母
の
思
い
に
も
し
た
が
わ
ず
、
仏
道
を
修
行
す
る
者
は
、
恩
を
知
ら
ず
徳
を
忘
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
有
漏
の
恩
徳
を
捨
て
て
、
最
後
に
無
為
の
報
謝
を
求
め
る
こ
と
が
「
真
実
の
孝
養
」
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
文
の
後
に
は
、「
又
出
世ノ
孝
養ハ
、
必
可ト
棄ツ
父
母ヲ
云
事モ
不ス
候ハ
也
。
即
律ノ
中ニ
有リ
生
縁
奉
事ノ
法
。
謂ク
父ノ
貧カ
ラ
ン
　
者
置キ
寺ノ
内ニ
養
之ヲ
、
母ノ
貧
者
置テ
寺ノ
外ニ
養ト
云
ヘ
リ
　
之
。
彼モ
此モ
随テ
人ノ
意
楽ニ
、
可
依
時ノ
宜ニ
也
。」
と
し
て
、『
律
』
の
中
に
「
生
縁
奉
事ノ
法
」
が
あ
り
、
父
が
貧
し
け
れ
ば
寺
内
に
お
い
て
養
い
、
母
が
貧
し
け
れ
ば
寺
外
に
お
い
て
養
う
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
家
者
が
父
母
を
養
う
こ
と
も
「
出
世
の
孝
養
」
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
の
続
き
に
は
、「
奉
事
師
長
者
、
此ニ
又
有
世
間ノ
師
、
有
出
世ノ
師
。
世
間
師ト
者
、
教ヘ
仁
義
礼
智
信
等ヲ
モ、
乃
至
随テ
道ミチ
々ミチ
ニ、
記
伝
、
明
経
、
医
道
、
陰
陽
道
等
、
教フ
ル
此
等ヲ
之
師
也
。
…
（
中
略
）
…
出
世ノ
師ト
者
、
教フ
ル
可キ
出テ
生
死ヲ
趣
菩
提
之
道ヲ
師
也
。
或ハ
訓ヘ
聖
道
之
得
道ヲ
、
或ハ
教ル
浄
土
之
往
生ヲ
モ
也
。
各
随テ
宗
教ヘ
タ
ラ
ン
　
天
台
真
言
三
論
法
相
等ヲ
モ
師
也
。
如ク
是
教タ
ル
出
離
生
（
（
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仏
教
学
会
紀
要　
二
五
号
死
成
仏
解
脱
之
道ヲ
師
僧
之
恩ハ
、
勝タ
リ
父
母
恩ニ
モ。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
奉
事
師
長
」
を
「
世
間
の
師
」
と
「
出
世
の
師
」
に
分
け
た
上
で
、「
出
世
の
師
」
に
つ
い
て
は
、
生
死
を
出
て
悟
り
へ
の
道
を
教
え
る
師
で
あ
る
と
説
き
、
こ
の
よ
う
に
、
生
死
を
離
れ
出
て
仏
と
な
り
、
悟
り
を
得
る
道
を
教
え
た
師
僧
の
恩
は
、
父
母
の
恩
よ
り
も
勝
っ
て
い
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、『
示
或
人
詞
』
に
は
、
法
然
が
「
一
。
孝
養
の
心
を
も
て
ち
ゝ
は
ゝ
を
お
も
く
し
お
も
は
ん
人
は
、
ま
つ
阿
弥
陀
ほ
と
け
に
あ
つ
け
ま
い
ら
す
へ
し
、
わ
か
身
の
人
と
な
り
て
往
生
を
ね
か
ひ
念
仏
す
る
事
は
、
ひ
と
へ
に
わ
か
父
母
の
や
し
な
ひ
た
て
た
れ
は
こ
そ
あ
れ
、
わ
か
念
仏
し
て
候
功
を
あ
は
れ
み
て
、
わ
か
父
母
を
極
楽
へ
む
か
へ
さ
せ
お
は
し
ま
し
て
、
罪
を
も
滅
し
ま
し
ま
せ
と
お
も
は
ゝ
、
か
な
ら
す
〳
〵
む
か
へ
と
ら
せ
お
は
し
ま
さ
ん
す
る
也
。」
と
述
べ
て
お
り
、
父
母
に
対
す
る
孝
養
に
つ
い
て
は
、
父
母
を
阿
弥
陀
仏
に
任
せ
て
念
仏
す
る
よ
う
に
説
い
て
い
た
。
　
以
上
か
ら
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
住
蓮
の
孝
養
に
つ
い
て
は
、
勢
至
丸
と
母
の
離
別
の
話
や
、
法
然
が
説
い
て
い
た
「
出
世
の
孝
養
」
な
ど
の
思
想
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
恩
愛
を
捨
て
て
悟
り
の
境
地
に
入
る
こ
と
が
「
真
実
の
報
恩
」
で
あ
る
と
い
う
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
住
蓮
が
法
然
の
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
は
、
師
の
恩
が
母
の
恩
よ
り
勝
っ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
現
世
で
は
「
出
世
の
師
」
で
あ
る
法
然
へ
の
報
恩
を
優
先
し
、
母
へ
の
報
恩
は
来
世
に
期
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
語
の
住
蓮
は
、
師
と
母
の
二
人
の
恩
に
報
い
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
　
し
か
し
、
法
然
か
ら
住
蓮
の
「
最
後
ノ
御
文
」
を
受
け
取
っ
た
母
に
つ
い
て
は
、「
母
コ
ハ
、
コ
ノ
文
ヲ
、
ヒ
ラ
キ
ミ
テ
、
カ
ナ
シ
ミ
ニ
、
タ
ヘ
カ
ネ
テ
、
二
目
ト
モ
見
ス
、
文
ヲ
カ
ホ
ニ
、
オ
シ
ア
テ
ヽ
、
ナ
ク
ヨ
リ
ホ
カ
ノ
事
ソ
ナ
シ
。
良
久
ア
リ
テ
、
母
、
ノ
タ
マ
フ
ヤ
ウ
、
我
子
ノ
、
ハ
テ
ヌ
ル
所
ニ
尋
行
テ
、
セ
メ
テ
、
ム
ナ
シ
キ
屍
骸
ヲ
モ
、
ト
リ
カ
ク
シ
、
骨
ヲ
モ
ヒ
ロ
イ
テ
、
ナ
キ
ア
ト
ノ
、
カ
タ
ミ
ニ
セ
ン
ト
テ
、
杖
ニ
ス
カ
リ
テ
涙
ト
ト
モ
ニ
、
近
江
ノ
国
ヘ
ソ
、
下
ラ
レ
ケ
ル
。
思
ハ
日
〻
ニ
、
カ
サ
ナ
レ
ハ
、
湯
水
ヲ
タ
ニ
モ
、
呑
事
ナ
シ
。
イ
カ
テ
カ
、
カ
ナ
フ
ヘ
シ
、
石
山
ノ
ホ
ト
リ
ニ
テ
、
タ
ヲ
レ
フ
シ
、
八
十
三
ト
申
ニ
ハ
、
ツ
イ
ニ
、
思
死
ニ
、
ハ
テ
（
（
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『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
「
手
本
」
に
つ
い
て
給
ヒ
ケ
リ
。」
と
し
て
、
母
は
住
蓮
の
死
を
深
く
悲
し
み
、
遺
骨
を
形
見
に
し
よ
う
と
近
江
国
へ
向
か
う
が
、
途
中
の
石
山
で
「
思
死
ニ
、
ハ
テ
」
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
語
に
お
け
る
住
蓮
の
身
代
わ
り
は
、
決
し
て
美
談
と
し
て
描
か
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
母
の
最
期
が
物
語
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
世
後
期
の
社
会
に
お
け
る
理
想
と
現
実
が
如
実
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
四　
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
第
三
者
の
「
手
本
」
　
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
で
は
、
住
蓮
と
法
然
だ
け
が
「
手
本
」
を
説
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
物
語
の
文
末
に
も
「
手
本
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
松
虫
、
鈴
虫
カ
、
十
九
、
十
七
ニ
テ
、
出
家
シ
ケ
ル
ト
、
住
連
カ
、
善
知
識
ノ
命
ニ
、
カ
ハ
リ
ケ
ル
事
、
マ
コ
ト
ニ
、
悪
道
ヲ
オ
ソ
レ
、
極
楽
ヲ
ネ
カ
フ
心
サ
シ
、
涙
モ
サ
ラ
ニ
、
ト
ヽ
マ
ラ
ス
。
念
仏
往
生
ヲ
ト
ケ
ン
ト
、
思
ハ
ン
人
ハ
、
住
連
ヲ
、
手
本
ト
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
タ
ヽ
信
心
決
定
シ
テ
、
念
仏
申
タ
マ
ハ
ヽ
、
松
虫
、
鈴
虫
、
住
連
ト
、
ヒ
ト
ツ
蓮
ニ
生
セ
ン
事
、
ナ
ニ
ノ
ウ
タ
カ
ヒ
、
□（ア
ル
ヘ
キ
ヤ
か
）
□
□
□
□
。
南
無
阿
弥
陀
仏
〳
〵
。
　
こ
の
一
文
は
、
物
語
の
第
三
者
で
あ
る
「
語
り
手
」
の
言
葉
と
し
て
、
作
者
も
し
く
は
物
語
を
書
写
し
た
者
の
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
物
語
の
第
三
者
は
、「
念
仏
往
生
」
を
遂
げ
よ
う
と
思
う
者
に
対
し
て
、
住
蓮
の
行
い
を
「
手
本
」
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
「
手
本
」
で
あ
る
住
蓮
の
行
い
と
は
、
前
述
し
た
住
蓮
と
法
然
の
「
手
本
」
と
同
じ
く
、
師
へ
の
恩
に
（
（
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仏
教
学
会
紀
要　
二
五
号
報
い
る
た
め
に
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
他
力
往
生
」
で
は
な
く
、「
念
仏
往
生
」
を
遂
げ
よ
う
と
思
う
者
に
「
手
本
」
が
説
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、「
手
本
」
と
い
う
言
葉
の
続
き
に
は
、「
タ
ヽ
信
心
決
定
シ
テ
、
念
仏
申
タ
マ
ハ
ヽ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
語
を
享
受
し
て
い
る
者
に
対
し
て
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
て
念
仏
を
と
な
え
る
よ
う
に
教
化
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
　
ま
た
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
「
阿
弥
陀
仏
」
や
「
念
仏
」
に
関
す
る
思
想
に
つ
い
て
は
、
物
語
の
第
三
者
だ
け
が
説
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
出
家
を
決
意
し
た
松
虫
・
鈴
虫
が
法
然
の
も
と
に
向
か
う
場
面
の
中
に
も
見
ら
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
松
虫
、
イ
ヽ
ケ
ル
ハ
、
サ
テ
ハ
、
ワ
コ
セ
ハ
、
阿
弥
陀
如
来
ノ
、
神
力
自
在
ニ
、
マ
シ
マ
ス
事
ヲ
ハ
、
シ
リ
タ
マ
ハ
ス
ヤ
、
穢
土
ト
浄
土
ノ
ア
ヒ
ニ
、
四
重
ノ
鉄
囲
山
ア
リ
。
ソ
ノ
上
ニ
、
十
万
億
ノ
仏
土
ヲ
ヘ
タ
テ
タ
リ
。
シ
カ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
穢
土
ノ
衆
生
ノ
、
心
ノ
ウ
チ
ニ
マ
フ
ス
念
仏
ヲ
モ
、
一
念
モ
モ
ラ
サ
ス
、
シ
ロ
シ
メ
シ
テ
、
ワ
レ
ラ
カ
、
出
家
ノ
心
サ
シ
ノ
、
マ
コ
ト
ナ
ル
コ
ト
ヲ
、
知
見
シ
テ
、
菩
薩
、
聖
衆
ヲ
、
ツ
カ
ハ
シ
テ
、
ワ
レ
ラ
カ
手
ヲ
ヒ
キ
テ
、
聖
人
ノ
御
坊
ヘ
、
ヲ
ク
リ
タ
マ
フ
ヘ
シ
。
タ
ヽ
、
仏
力
ニ
マ
カ
セ
テ
、
イ
サ
サ
セ
タ
マ
ヘ
ト
テ
、
迷
イ
テ
ニ
ケ
リ
。
ケ
ニ
ト
モ
、
仏
ノ
手
ヲ
ヤ
、
ヒ
キ
タ
マ
ヒ
ケ
リ
。
道
ニ
モ
マ
ヨ
ハ
ス
聖
人
ノ
御
坊
ニ
、
マ
ヒ
リ
ツ
キ
タ
リ
。
　
松
虫
の
言
葉
で
は
、
念
仏
を
「
心
ノ
ウ
チ
ニ
マ
フ
ス
念
仏
ヲ
モ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
の
念
仏
と
は
、
声
に
出
し
て
称
え
る
念
仏
だ
け
で
は
な
く
、
心
の
な
か
で
念
ず
る
念
仏
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
は
、
二
人
の
出
家
の
志
が
誠
で
あ
る
こ
と
を
知
見
し
て
菩
薩
と
聖
衆
を
遣
わ
し
、
法
然
の
も
と
に
導
く
仏
と
し
て
認
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
（
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『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
「
手
本
」
に
つ
い
て
　
そ
の
一
方
で
、
法
然
の
伝
記
の
う
ち
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
と
話
の
構
造
が
類
似
し
て
い
る
『
法
然
上
人
秘
伝
』
で
は
、
松
虫
の
言
葉
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
サ
テ
ハ
御
前
ハ
弥
陀
如
来
ノ
仏
力
自
在
ニ
マ
シ
マ
ス
事
ヲ
イ
マ
ダ
知
リ
給
ハ
ザ
リ
ケ
リ
。
穢
土
ト
浄
土
ノ
堺
ニ
四
重
ノ
鉄
囲
山
ア
リ
。
其
上
十
万
億
ノ
仏
土
ヘ
ダ
テ
タ
リ
。
シ
カ
リ
ト
云
ヘ
さ
穢
土
ノ
衆
生
ノ
心
常
住
不
断
念
仏
ヲ
モ
、
声
ヲ
タ
カ
ク
申
ス
念
仏
モ
、
一
声
モ
モ
ラ
サ
ズ
聞
シ
召
シ
テ
、
摂
取
ノ
光
明
ヲ
モ
テ
照
シ
給
ト
承
ル
ゾ
カ
シ
。
マ
シ
テ
我
等
出
家
ノ
志
ノ
誠
ト
ナ
ル
事
知
見
シ
給
ヒ
テ
、
諸
ノ
菩
薩
聖
衆
ヲ
遣
シ
テ
、
手
ヲ
引
テ
上
人
ノ
御
房
ヘ
ハ
ヲ
ク
リ
給
フ
ベ
シ
。
唯
ダ
仏
力
ニ
マ
カ
セ
奉
リ
テ
イ
ザ
出
サ
セ
給
ヘ
ト
テ
、
迷
ヒ
出
テ
給
フ
。
実
ニ
仏
ノ
来
テ
手
ヲ
ヤ
引
キ
給
ヒ
ケ
ン
、
道
ニ
モ
迷
ヒ
玉
ハ
ズ
上
人
ノ
御
菴
室
ニ
参
リ
著
タ
リ
。
　
『
法
然
上
人
秘
伝
』
に
お
け
る
松
虫
の
言
葉
で
は
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
と
同
じ
く
、
阿
弥
陀
仏
が
出
家
を
志
す
者
を
導
く
仏
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
常
住
の
「
不
断
念
仏
」
や
「
声
ヲ
タ
カ
ク
申
ス
念
仏
」
の
一
声
も
漏
ら
さ
ず
に
聞
き
取
り
、「
摂
取
ノ
光
明
」
で
照
ら
す
仏
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
な
お
、
法
然
は
「
高
声
念
仏
」
に
つ
い
て
、『
往
生
浄
土
用
心
』
で
「
さ
て
わ
か
み
ゝ
に
き
こ
ゆ
る
程
申
候
は
、
高
声
の
念
仏
の
う
ち
に
て
候
な
り
。」
と
答
え
て
お
り
、『
十
二
問
答
』
で
は
、「
問
、
念
仏
ノ
行
者
等
、
日
別
ノ
所
作
ニ
オ
イ
テ
、
コ
ヱ
ヲ
タ
テ
テ
申
人
モ
候
。
コ
コ
ロ
ニ
念
シ
テ
カ
ス
ヲ
ト
ル
人
モ
候
。
イ
ツ
レ
オ
カ
ヨ
ク
候
ヘ
キ
。
答
、
ソ
レ
ハ
口
ニ
モ
名
号
ヲ
ト
ナ
ヘ
、
コ
コ
ロ
ニ
モ
名
号
ヲ
念
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
イ
ツ
レ
モ
往
生
ノ
業
ニ
ハ
ナ
ル
ヘ
シ
。
タ
タ
シ
仏
ノ
本
願
ノ
称
名
ノ
願
ナ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
、
コ
ヱ
ヲ
ア
ラ
ワ
ス
ヘ
キ
ナ
リ
。
カ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
経
ニ
ハ
コ
ヱ
ヲ
タ
エ
ス
十
念
セ
ヨ
ト
ト
キ
、
釈
ニ
ハ
称
我
名
号
下
至
十
声
ト
釈
シ
タ
マ
ヘ
リ
。
ワ
カ
ミ
ミ
ニ
キ
コ
ユ
ル
ホ
ト
オ
ハ
、
高
声
念
仏
ニ
ト
ル
ナ
リ
。」
と
答
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
念
仏
行
者
が
自
身
の
耳
に
聞
こ
え
る
ほ
ど
の
声
（
（
27
（
（
28
（
（
29
九
四
仏
教
学
会
紀
要　
二
五
号
で
称
え
る
念
仏
も
「
高
声
念
仏
」
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、「
光
明
」
の
「
摂
取
」
に
つ
い
て
は
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
以
下
、『
選
択
集
』
と
略
称
す
る
）
で
「
私
問
曰
仏
光
明
唯
照
念
仏
者
不
照
余
行
者
有
何
意
乎
。
答
曰
解
有
二
義
。
一
者
親
縁
等
三
義
如
文
。
二
者
本
願
義
謂
余
行
非
本
願
。
故
不
照
摂
之
。
念
仏
是
本
願
。
故
照
摂
之
。」
と
説
い
て
お
り
、
『
三
部
経
大
意
』
に
お
い
て
は
、「
光
明
ノ
縁
ト
名
号
ノ
因
ト
和
合
セ
ハ
、
摂
取
不
捨
ノ
益
ヲ
蒙
ラ
ム
事
不
可
疑
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
然
は
称
名
念
仏
が
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
行
で
あ
る
の
で
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
放
た
れ
る
光
明
は
念
仏
者
の
み
を
照
ら
し
、
見
捨
て
る
こ
と
な
く
極
楽
浄
土
に
救
い
摂
る
と
説
い
て
い
た
。
　
以
上
か
ら
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
の
文
末
に
記
さ
れ
て
い
る
第
三
者
の
言
葉
に
は
、「
念
仏
往
生
」
を
遂
げ
る
た
め
の
「
手
本
」
と
し
て
、
住
蓮
の
身
代
わ
り
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
物
語
の
享
受
者
に
対
し
て
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
て
念
仏
を
と
な
え
る
よ
う
に
教
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
語
の
第
三
者
に
よ
っ
て
、
称
名
念
仏
の
教
え
が
強
調
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
そ
し
て
、
物
語
に
お
け
る
「
阿
弥
陀
仏
」
や
「
念
仏
」
に
関
す
る
思
想
に
つ
い
て
は
、
松
虫
の
言
葉
の
中
で
、
阿
弥
陀
仏
が
出
家
を
志
す
者
を
導
く
仏
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
阿
弥
陀
仏
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
物
語
の
冒
頭
に
お
い
て
、
法
然
が
「
出
家
ノ
功
徳
ハ
、
ス
ク
レ
タ
リ
ト
、
オ
ホ
ユ
ル
ナ
リ
。」
と
称
賛
し
た
上
で
、「
出
家
ノ
功
徳
」
を
子
細
に
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
語
で
は
、
法
然
が
積
極
的
に
出
家
を
推
奨
す
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
に
も
出
家
を
志
す
者
を
導
く
仏
と
い
う
性
格
が
つ
く
り
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
阿
弥
陀
仏
の
性
格
は
、『
法
然
上
人
秘
伝
』
に
お
け
る
松
虫
の
言
葉
の
中
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
阿
弥
陀
仏
は
念
仏
行
者
を
光
明
で
照
ら
し
、
極
楽
浄
土
に
救
い
摂
る
仏
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
語
が
法
然
の
伝
記
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
際
に
、
一
部
の
内
容
が
改
作
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
『
法
然
上
人
秘
伝
』
に
お
け
る
第
三
者
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、「
松
虫
鈴
虫
十
九
十
七
ニ
テ
出
家
シ
ケ
ル
事
ト
、
住
蓮
ノ
師
ノ
御
命
ニ
カ
ハ
リ
ケ
ル
事
ト
ハ
、
マ
コ
ト
ニ
地
獄
ヲ
オ
ソ
レ
、
極
楽
ヲ
願
フ
ノ
カ
ト
思
ヒ
シ
ラ
レ
、
涙
サ
ラ
ニ
留
マ
ラ
ヌ
事
さ
ナ
リ
。
南
無
阿
弥
（
（
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（
（
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九
五
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
「
手
本
」
に
つ
い
て
陀
仏
々
々
。」
と
あ
り
、
松
虫
・
鈴
虫
が
出
家
し
た
こ
と
と
、
住
蓮
が
法
然
の
身
代
わ
り
に
な
っ
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
て
い
る
が
、
物
語
に
記
さ
れ
て
い
た
「
念
仏
往
生
」
を
遂
げ
る
た
め
の
「
手
本
」
に
つ
い
て
は
、
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
物
語
の
第
三
者
の
「
手
本
」
に
関
す
る
思
想
は
、
意
図
的
に
削
除
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
五　
お
わ
り
に
　
以
上
、『
鈴
虫
松
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
「
手
本
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
法
然
が
説
い
て
い
た
教
え
な
ど
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
そ
の
思
想
内
容
の
考
察
を
試
み
た
。
物
語
で
は
、『
不
動
利
益
縁
起
』
の
「
身
代
わ
り
」
の
思
想
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
然
の
身
代
わ
り
に
な
っ
た
住
蓮
の
行
い
が
「
他
力
往
生
」
を
遂
げ
る
た
め
の
「
手
本
」
と
し
て
説
か
れ
て
お
り
、
法
然
も
こ
の
「
手
本
」
を
認
め
て
い
る
が
、
物
語
の
住
蓮
は
、
現
世
で
は
「
出
世
の
師
」
で
あ
る
法
然
へ
の
報
恩
を
優
先
し
、
母
へ
の
報
恩
は
来
世
に
期
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
師
と
母
の
二
人
の
恩
に
報
い
よ
う
と
す
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
し
て
、
物
語
の
文
末
に
は
、
物
語
の
第
三
者
が
「
念
仏
往
生
」
を
遂
げ
る
た
め
の
「
手
本
」
と
し
て
、
住
蓮
の
身
代
わ
り
を
説
い
て
い
る
が
、
物
語
を
享
受
し
て
い
る
者
に
対
し
て
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
て
念
仏
を
と
な
え
る
よ
う
に
教
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
語
が
「
談
義
本
」
と
し
て
浄
土
教
系
の
談
義
の
場
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
手
本
」
に
関
す
る
思
想
だ
け
で
な
く
、
称
名
念
仏
の
教
え
も
積
極
的
に
説
か
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
註
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
（
仮
題
）』（『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
一
二
、
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）。
な
お
、
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
（
（
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（
（
1
九
六
仏
教
学
会
紀
要　
二
五
号
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
振
り
仮
名
を
省
略
し
、
句
読
点
を
適
宜
補
っ
て
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
以
下
の
引
用
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
こ
の
写
本
の
所
蔵
場
所
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
松
虫
鈴
虫
物
語
』（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
五
巻
「
談
義
本
」、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
年
）。
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
順
「
安
楽
寺
略
縁
起
」
の
成
立
過
程
に
関
す
る
研
究
│
専
想
寺
所
蔵
・
談
義
本
『
松
虫
鈴
虫
物
語
』
と
そ
の
周
辺
│
」（『
西
山
学
会
年
報
』
第
七
号
、
一
九
九
七
年
）、
同
氏
「
安
楽
寺
略
縁
起
」
に
関
す
る
二
・
三
の
問
題
│
住
蓮
房
の
身
代
わ
り
説
と
『
松
虫
鈴
虫
和
讃
』
│
」（『
日
本
仏
教
文
化
論
叢
』
上
巻
、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
八
年
）、
同
氏
「
伝
隆
寛
律
師
撰
『
法
然
上
人
秘
伝
』
の
一
考
察
」（『
西
山
学
会
年
報
』
第
一
二
号
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
の
一
連
の
研
究
や
、
稲
田
秀
雄
「
狂
言
「
呂
蓮
」
考
」（『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
第
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
三
浦
億
人
「
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
」
項
（
徳
田
和
夫
編
『
お
伽
草
子
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）、
引
野
亨
輔
「
偽
書
の
地
域
性
／
偽
証
の
歴
史
性
│
生
口
島
の
法
然
伝
説
を
事
例
と
し
て
│
」（『
福
山
大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要
』
第
五
巻
、
二
〇
〇
五
年
）、
浅
野
目
睦
美
「『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
母
の
役
割
│
孝
養
を
中
心
に
│
」（『
弘
前
大
学
国
語
国
文
学
』
第
三
一
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
拙
稿
「
法
然
思
想
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
│
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
を
中
心
に
│
」（『
佛
教
大
学
仏
教
学
会
紀
要
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
参
照
。
前
掲
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
六
二
六
頁
。
な
お
、『
松
虫
鈴
虫
物
語
』
に
は
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
と
同
じ
く
「
往
生
ノ
執
因
」（
前
掲
『
松
虫
鈴
虫
物
語
』
六
七
四
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
法
然
上
人
秘
伝
』
で
は
、「
往
生
拾
因
」（『
法
然
上
人
秘
伝
』
下
（『
浄
土
宗
全
書
』
第
一
七
巻
、
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
一
年
、
四
一
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
六
二
六
頁
。
前
掲
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
六
三
〇
頁
。
（
（
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3
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九
七
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
「
手
本
」
に
つ
い
て
『
不
動
利
益
縁
起
』
と
は
、『
泣
不
動
縁
起
』
や
『
証
空
絵
詞
』
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
一
九
の
第
二
四
や
『
宝
物
集
』
巻
第
四
、『
発
心
集
』
第
六
な
ど
多
く
の
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
物
語
で
あ
る
。
な
お
、『
宝
物
集
』
巻
第
四
に
お
け
る
証
空
と
母
の
別
れ
の
場
面
に
は
、「
母
、
此
事
を
き
ゝ
て
、
ま
た
く
ゆ
る
す
事
な
し
と
い
へ
ど
も
、
生
死
の
有
様
を
い
ひ
て
、
な
く
〳
〵
か
へ
り
来
て
、
す
で
に
師
に
か
は
る
。」（『
宝
物
集　
閑
居
友　
比
良
山
古
人
霊
託
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
〇
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
一
八
二
頁
）
と
あ
り
、『
発
心
集
』
第
六
で
は
、
証
空
が
母
に
対
し
て
「
願
は
く
は
、
嘆
き
給
ふ
事
な
か
れ
。
た
と
ひ
本
意
の
如
く
御
跡
に
残
り
て
、
後
世
を
訪
ひ
奉
る
と
も
、
か
く
程
の
大
な
る
功
徳
を
作
ら
ん
事
、
き
は
め
て
難
し
。
今
、
師
の
恩
を
重
く
し
て
命
に
替
り
な
ば
、
三
世
の
諸
仏
も
あ
は
れ
み
、
天
衆
・
地
類
も
驚
き
給
ふ
べ
し
。
其
の
功
徳
を
か
さ
ね
て
、
母
の
後
世
菩
提
に
廻
向
し
奉
ら
ん
。
こ
れ
、
ま
こ
と
の
孝
養
な
れ
ば
、
則
ち
あ
や
し
き
身
一
つ
捨
て
て
、
ふ
た
り
の
恩
に
報
ひ
て
ん
。」（『
方
丈
記　
発
心
集
』
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
、
一
九
七
六
年
、
二
四
九
頁
）
な
ど
と
説
得
し
て
い
る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
不
動
利
益
縁
起
』
が
諸
書
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
過
程
で
、
一
部
の
内
容
が
改
作
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
注
（
3
）
浅
野
目
睦
美
論
文
。
前
掲
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
六
三
一
頁
。
前
掲
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
六
三
二
頁
。
『
正
源
明
義
抄
』
の
巻
第
六
で
は
、
処
刑
さ
れ
る
住
蓮
と
安
楽
の
状
と
し
て
、「
我
等
い
か
な
る
身
を
も
ち
て
法
の
た
め
に
命
を
お
し
む
べ
き
や
、
こ
と
も
な
ゝ
め
に
お
も
ひ
て
は
又
も
あ
ふ
べ
き
御
法
か
は
、
極
悪
深
重
の
衆
生
他
力
往
生
を
と
げ
ん
と
お
も
は
ば
、
住
蓮
安
楽
を
手
本
に
す
べ
く
候
と
て
一
首　
極
楽
に
参
ん
こ
と
の
う
れ
し
さ
に
、
身
を
ば
仏
に
ま
か
せ
け
る
哉
」（
井
川
定
慶
編
『
法
然
上
人
伝
全
集
』
井
川
定
慶
、
一
九
六
七
年
、
八
七
三
頁
）
と
あ
り
、
法
然
は
こ
の
状
を
見
て
、
涙
を
流
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
法
然
が
住
蓮
と
安
楽
の
「
手
本
」
を
認
め
て
い
る
よ
う
な
言
葉
に
つ
い
て
は
、
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。
（
（
7
（
（
8
（
（
9
（
（
10
（
（
11
九
八
仏
教
学
会
紀
要　
二
五
号
『
要
義
問
答
』（
石
井
教
道
編
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』（
以
下
、『
昭
法
全
』
と
略
称
す
る
）
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
五
年
、
六
一
九
頁
）。
『
浄
土
宗
略
抄
』（『
昭
法
全
』
六
〇
一
頁
）。
『
十
二
箇
条
の
問
答
』（『
昭
法
全
』
六
七
三
│
六
七
四
頁
）。
前
掲
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
六
三
〇
│
六
三
一
頁
。
前
掲
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
六
三
一
頁
。
前
掲
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
六
三
〇
頁
。
『
四
十
八
巻
伝
』
第
二
巻
（『
法
然
上
人
伝
全
集
』
七
頁
）。
『
逆
修
説
法
』（『
昭
法
全
』
二
五
八
│
二
五
九
頁
）。
前
掲
『
逆
修
説
法
』
二
五
九
頁
。
前
掲
『
逆
修
説
法
』
二
五
九
│
二
六
〇
頁
。
『
示
或
人
詞
』（『
昭
法
全
』
五
八
七
頁
）。
前
掲
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
六
三
二
頁
。
前
掲
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
六
三
二
頁
。
前
掲
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
六
二
八
頁
。
『
選
択
集
』
の
第
七
章
で
は
、「
親
縁
」
と
し
て
「
心
常
念
仏
仏
即
知
之
。」（
石
井
教
道
『
選
擇
集
全
講
』
平
楽
寺
書
店
、
二
〇
〇
〇
、
二
九
八
頁
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
衆
生
が
心
に
常
に
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
は
即
ち
こ
れ
を
知
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
衆
生
と
阿
弥
陀
仏
と
の
関
係
性
が
物
語
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
（
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（
（
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（
（
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（
（
16
（
（
17
（
（
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（
（
19
（
（
20
（
（
21
（
（
22
（
（
23
（
（
24
（
（
25
（
（
26
九
九
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
「
手
本
」
に
つ
い
て
前
掲
『
法
然
上
人
秘
伝
』
下
、
四
三
頁
。
『
往
生
浄
土
用
心
』（『
昭
法
全
』
五
五
九
頁
）。
『
十
二
問
答
』（『
昭
法
全
』
六
三
五
頁
）。
前
掲
『
選
択
集
』
三
〇
八
頁
。
『
三
部
経
大
意
』（『
昭
法
全
』
三
一
頁
）。
前
掲
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
六
二
六
頁
。
な
お
、『
法
然
上
人
秘
伝
』
に
も
「
出
家
ノ
功
徳
ハ
勝
レ
タ
リ
ト
覚
ユ
ル
。」（
前
掲
『
法
然
上
人
秘
伝
』
下
、
四
一
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
『
法
然
上
人
秘
伝
』
下
、
四
六
│
四
七
頁
。
〈
参
考
文
献
〉
・
眞
柄
和
人
「
法
然
浄
土
教
の
孝
養
」（
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
編
『
法
然
上
人
八
〇
〇
年
大
遠
忌
記
念　
法
然
仏
教
と
そ
の
可
能
性
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
年
）。
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（
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31
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32
（
（
33
一
〇
〇
仏
教
学
会
紀
要　
二
五
号
